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平成３０年２月１５日 No.１５

各校におかれましては、年度の中間に当たる秋頃には
年度前半の取組を検証し、その検証に基づき、現在は進
級・進学に向けてすべきことを明確にして取り組んで
（Action)いることと思います。
特に、学習内容の定着に課題がある生徒が、それぞれ

の課題をできる限り解消し、新年度を迎えられるように、
御指導よろしくお願いいたします。
本号では、提供された「秋チェック（秋季学力測定）

問題」の数学の結果から見られた傾向を紹介します。

本号では、数学の学力の定着状況の傾向について紹介しましたが、中学校における学力の
定着状況は、「学年が上がるにつれて」「習ってから時間が経つにつれて」正答率が低下す
る傾向が、どの教科でも見られます。
現在、中３は進学に向け、これまでの学習内容の総復習に取り組んでいることと思います。
中１や中２も同じように当該年度の学習内容の総復習に学校全体で取り組むことが大切です。
積み残しをできる限り少なくして進級させようとする教師側の意識が問われています。

傾向① 全国との差で中１と中２の結果を比べると、中１の結果の方が良い。

傾向② 直近の学習内容の問題の結果は良い傾向にある。

傾向③ 計算問題は、どの設問においても、ほとんどの学校で全国平均を下回る。

中学校１年生 中学校２年生

学習して間もない内容 学習して時間が経った内容 学習して間もない内容 学習して時間が経った内容

中学校１年生 中学校２年生

意図的に復習する機会を設け、知識及び技能の定着を徹底することから始めましょう


